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った（Jay 1973＝1975 : 9）。グリュンベルクのこの立場は、当時の研究所においては正統派に属す
るもの（Jay 1973＝1975 : 12）であったが、この考え方はホルクハイマーをはじめとする研究所の
若い世代から見ればマルクス主義を思想的に深めてゆくような理論的関心は薄いと思わざるをえな























（Bonss 1980＝2016 : 2）と、研究所のアメリカへの亡命後行われた『権威主義的パーソナリティ』
──────────────
↘ 力』（Jay 1973＝1975）に基づくものとする。








注目されていた（Jay 1973＝1975 : 112）。フロムはマルクスとフロイトの思想という一見異質な思




響するか、を調べなければならない」（Jay 1973＝1975 : 130-1）と主張した。
このフロムの主導で行われたのが『労働者とホワイトカラーの調査』である。この調査は、1929
年から 1931年にかけて「ドイツ国民人口の二大グループ、すなわち労働者とホワイトカラーの社
















（Jay 1973＝1975 : 168）といった重要な点を明らかにするものであったにもかかわらず、その当時
この研究結果は研究所から発表されないままであった（Jay 1973＝1975 : 168）。
フロムはその後、経験的調査の評価とフロイト理解をめぐって、研究所の中心的なメンバーであ
ったホルクハイマーやアドルノらとの間に齟齬をきたしたことにより研究所と訣別することとなる










ドルノを中心として行われた『権威主義的パーソナリティ』の研究がある（細見 2014 : 161-7）。そ
の中でも、成功した経験的研究として位置づけてられているのが、『権威主義的パーソナリティ』
の研究である（Jay 1973＝1975 : 327）。
権威主義的パーソナリティの研究は、1940年代初期にカリフォルニア大学バークレイ校を中心
に共同研究として実施され、その目的は「反ユダヤ主義と同時に、それを越えたファシズム一般




きない課題について検討が行われていた（Jay 1973＝1975 : 163-204）。権威主義的パーソナリティ
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リーズ 6）1995年 SSM 調査研究会：65-87.
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